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はじめに
　今日では世界の多くの美術館で，子どもを対象とした教育活動が行われている。それを
受け，日本でも美術館での教育活動が徐々に展開されるようになってきている。長崎県で
は，長崎県立美術博物館が「子ども美術館」を，平成7（1995）年5月からスタートさせ
ることになった。場所は美術博物館内，日時は第2・4土曜日の9時30分から12時30分，
対象は県内の小学生と中学生で各回30名である。参加希望者が多数であったため，子ども
一人につき2回ないし1回の参加となった。
　「子ども美術館」の趣旨は，「子どもの時から鑑賞の楽しさを学び，将来のミュージァ
ム人口の拡大を図るとともに，身近な学校外活動の場として，学校週5日制などにも対応
する」というものである。この取り組みに対して，本学大学院教育学研究科美術教育専修
が関わることになり，「美術博物館と大学院との協力関係による教育活動」が試みられる
ことになった。本稿では，そこでの教育実践を通して，社会教育の場としての美術館教育
の意義とその可能性を探る。
＊　長崎大学教育学部美術科教室
＊＊長崎大学大学院教育学研究科（1大村市立郡中学校，2長崎県立大村養護学校）
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1．なぜ，今，美術館教育なのか
1．これまでの美術館教育
　我が国では美術館そのものの歴史が欧米に比べ浅いこともあり，美術館教育に関する取
り組みも近年になってからである。日本での美術館教育が当初，欧米の断片的な事例を無
批判に導入したものであったことは杏定できない。現代日本の美術館教育のスタイルと似
ているのは，アメリカのダミコの実践である。その実践はニューヨーク近代美術館
（MOMA）で1937年から70年にかけて行われたもので，世界に大きな反響を及ぼした。
その内容は当時の美術教育や発達心理学の理論を基にした，「モダーン・アート子どもカー
ニバル」に代表される「創作中心の教育プログラム」であった。それは著名な美術教育者
のローエンフェルドに影響を与えたといわれている。
　MOMAは，美術館教育の研究と実践において最も進んだ美術館として評価を受けてい
る。アメリカにおける1969年の税制改革法案によって，美術館の教育活動が美術館機能の
最重要課題として位置づけられ，美術館は税的優遇措置や援助を得るために一層教育活動
に熱を入れるようになった。1970年代になると，学校教育における芸術科の授業数が減少
し，小学校の美術の専任教師数が大幅に削られることになった。そのことは美術館利用の
可能性を膨らませる良いきっかけとなり，「学校を迎え入れての鑑賞中心の教育プログラ
ム」への転換を促進することにつながったのである。1980年代には，美術館の教育活動の
質のより一層の向上が図られ，「幅広い来館者層に向けての鑑賞中心の教育プログラム」
が開発された。現在では，学校教育における美術教育との連携が再び見直され，鑑賞教育
を中心とした，時代と大衆にマッチするような教育プログラムを提供する努力がなされて
いる。このようにMOMAでの教育活動は，ダミコによる「創作中心の教育プログラム」
から，　「学校を迎え入れての鑑賞中心の教育プログラム」へ，次に「幅広い来館者層に向
けての鑑賞中心の教育プログラム」へと推移してきた。1）
　日本では昭和50（1975）年代から60（1985）年代にかけて，公立美術館が多数設立され
た。各美術館は館の理念や方針を立て，それらを実現していかなければな らなかった。そ
の過程でその館独自の市民へのアピールが必要とされるようになっできた。それにともなっ
て美術館教育に関する学会や，市民レベルでの研究会がいくつもできてきている2）。水戸
芸術館では昨年夏，「ミュージアム・エデュケーションの理念と実際」という美術館教育
のセミナーが行われている。MOMAの教育部担当者や日本の美術館関係者が参加した3〉。
そこでは「アウト・リーチ」と呼ばれる，美術館の大衆への積極的なアプローチが話題に
なった。その取りかかりの対象として子どもたちの存在の大きさも認められた。
　近年，子どもたちを対象とした美術館教育が展開されるようになってきている。ここに
その代表的な事例をあげると，茨城県近代美術館では「創作広場」や「こどもレストラン」
など4），東京都世田谷美術館では「アミューズランド」（冬）や「ミュージアムスクール」
（夏）など5）がある。その他に兵庫県姫路市立美術館6）や福岡県北九州市立美術館7）など
での各種の実践をあげることができる。
2子どもの立場から
最近，子どもたちの外で遊ぶ姿があまり見られない。テレビゲームなどの室内での遊び
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が中心になってきたからであろうか。それとも塾通いなどで忙しいからであろうか。子ど
もたちの周辺もいじめや不登校などいろいろな問題が山積している。子どもたちの人問関
係について大きな危機感さえある。良く遊ぶ友だちの数が少なくなり，しかも，我が国で
は「友人を得る場所イコール学校」という傾向が顕著である8）。このことは，現代日本の
子どもたちが人間関係の多面性を失う危険性をも示唆している。
　彼らを未来を担う人材として健全に育成していくためには，もっと“様々な人々と触れ
合うことができるような多種多様な体験の場”を提供しなければならない。つまり，社
会との関わりの中で一人の社会的存在として自立を成し遂げることができるような環境を
整える必要がある。そのためには，学校，家庭，地域社会の三者の教育機能を見直し，新
たな連携のあり方を模索し，その構築の方向性を見極めることが急務であると考えられる。
　子どもたちはめまぐるしく変化し続ける現代社会の中で，何事にも主体的に判断して行
動できる能力を身につける必要がある。このような能力を身につけるためには，学校だけ
でなく家庭や地域における幅広い体験を豊富に積み重ねることが大切である。しかし，近
年家庭や地域の教育力が低下し，それにともない学校教育への過度の依存が進んでいる。
一方，子どもたちの豊かな体験の場や機会と，そのための時間的なゆとりがますます不足
してきている状況の中で，「学校週5日制」の実施は，子どもたちにとって大きな可能性
をもたらすことが期待できる。
　文部省が行った学校週5日制の土曜日の過ごし方についての全国調査によると，小学生
以下では「近所での遊びや運動，散歩」「ゆっくり休養」が多く，中学生以上の場合でも
「ゆっくり休養」が最も多かった。週5日制の実施にあたって心配された「学習塾や予備
校に通う」などは少なかったものの，期待された「地域の行事などへの参加」はほとんど
なかった9）。子どもたちの地域への関心の薄さは，地域で活動できる場が相当数設定され
ていての結果ではない。問題は地域社会の中に子どもたちがワクワクする魅力ある活動の
場を豊富に，しかもどのように提供することができるかであろう。
　“様々な人々と触れ合うことができるような多種多様な体験の場”は，子どもたちの成
長にとって重要である。そこで，今，地域社会が子どもたちの育成にどういう役割を果た
すことができるか，ということに着目したい。現在，最も重大かつ深刻な教育問題として
「いじめの間題」がある。いじめの問題は，学校だけの責任として一方的に片づけられる
ものではなく，学校，家庭，地域社会の三者が一体となって，解決していかなければなら
ないことは自明であろう。いじめを苦に自殺する子どもたちが後をたたない中で，文部省
は平成7（1995）年3月13日に「いじめ対策緊急報告一いじめの問題の解決のために当面
取るべき方策について一」の中で，「地域社会への親子での積極的な参加」を提示した。
これらのことから今後，親と子の対話の機会をより一層増やしながら，子どもの経験世界
を拡大させることが，社会的な大きな課題となってきている。
　ともすれば子どもたちの生活は学校と家の往復になりがちな中で，学校週5日制と対応
した地域社会での活動の場を設けることは非常に大切なことである。地域社会での活動や
接点を増すことによって，子どもたちの人間関係が多面性を失いつつある状況に対して，
いささかでもこれに寄与できる可能性をひらくものとなろう。子どもたちにとっての地域
社会での活動の場は“より様々な人々と触れ合うことができる場であり，多種多様な体
験ができる場”である。したがって，様々な「社会教育機関での取り組み」がますます
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期待されている中で，「子どもたちを対象とした美術館の活動」はその中核に据えられる
必要があるであろう。
H．長崎県立美術博物館における「子ども美術館」
1．子ども美術館の取り組み
　長崎県立美術博物館「子ども美術館」の場合，美術博物館と大学院とが相互に提案と協
議を重ねながら1年問の実践を積み上げてきた。その実践は「アート」と「教育」を緊密
な関係で結びつけようとしたものであり，多人数スタッフのティームティーチングによっ
て子どもたちの主体的な活動を保障することをねらったものである。それは学校教育と美
術館教育との連携の一つのモデルとして大きな意味を持つ。
　美術館ではこれまで作品を展示し』訪れた人たちに鑑賞してもらうということが中心に
行われてきた。しかし近年，作品の展示のみにおわらず，新たな美術館人口の拡大を含め
て，様々な取り組みが模索されだしている。長崎県立美術博物館での「子ども美術館」の
取り組みは学校週5日制に対応させた活動である。その活動の特徴は“鑑賞”と“制作
活動”と“子どもたち相互の交流の拡大”が共に密接に関わっていることにある。学校
や公民館での同様な活動と比べ，何よりも本物の作品を眼前にして鑑賞できるという点で，
美術館での活動は意義がある。試行錯誤で始まった実践ではあったが，毎回改善を試みた
ことで，子どもたちがより楽しく活動できるような内容にすることができた。
　「子ども美術館」での指導はティームティーチングを採用した。学校教育の現場では数
年前から一部でティームティーチングが試みられるようになってきているが，教師が一人
で指導することがほとんどである。しかも教師一人あたりが指導する対象となる児童や生
徒の数が他国と比較して多いのである。その大きな理由として，教師の数がいまだに充分
な数に達していないことがあげられる。勿論，児童・生徒に対する教師の数が以前より改
善されてきてはいる。文部省が行った「学校基本調査」の平成5（1993）年度のデータに
よると，1学級あたりの本務教員数は，小学校1．44人，中学校1．94人10），また，教員1人
あたりの児童数・生徒数は，小学校20．0人，中学校17．3人11）である。
　学校教育でティームティーチングを行う教師は原則として1クラスに2人である。それ
に対して，「子ども美術館」の取り組みはスタッフである6～7人が指導にあたった。ス
タッフー人あたり3～5人の子どもたちを受け持ったこともあり，子どもたち一人ひとり
に指導者の目が十分届いた。そのため，子どもたちは，無理をすることなく，学校から離
れ，知らない人と一緒に活動したり，いろいろな人と触れ合うことができた。初めは知ら
ない人ばかりに囲まれて不安そうにしていた子どもも，活動が進むにつれ，お互い楽しそ
うに話しながら取り組むことができるようになった。また，共同制作の活動などにおいて
は年下の子が年上の子に教えるといっためずらしい光景も見られた。「子ども美術館」で
の取り組みは始まったばかりで様々な問題を抱えているが，子どもたちにとっては，“多
種多様な体験の場”であり，“経験世界の拡大”につながるものである。「子ども美術館」
は，学校，家庭，地域社会の新たな連携の場として期待される。
　「子ども美術館」への子どもの参加状況は，多少の変動はあるものの，1回の定員小学
生と中学生を合わせて30名のうち約7割，20人前後の出席率であった。中学生の参加は，
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夏期・冬期休暇に集中している。先述したように，「子ども美術館」の趣旨の中には「将
来のミュージアム人口の拡大」という目的も含まれている。それは無論一朝一夕にはなし
得ないことであろうが，我々はあくまで長期的な目で子どもの美術を愛好する心を守り育
てていかなければならない。
　今年度，原則として一人につき2回ないし1回の参加ではあったが，「子ども美術館に
来てよかった」「来年もまた子ども美術館に来たい」という声が数多くよせられた。現時
点では美術博物館の「子ども美術館」が地域に根づきつつあり，その進むべき道が確実に
ひらけつつある。「子ども美術館」での活動は美術や美術館を子どもたちの心の中にしっ
かりと根づかせるきっかけになったと考えている。以下はこの一年間に行った教育実践の
内容である。
（1）題材「名画にふれよう」　（5～6月）
　　　　スペインの巨匠ダリやミロの作品やキリスト教美術関係の所蔵品と展示フロアー
　　　で直接向かい合いながらスケッチを行った。子どもたち一人ひとりの思い入れや想
　　　像力により，様々な作品ができあがった。
（2）題材「浮遊する形をつくろう」　（7～8月）
　　　　発泡スチロールの立方体を鮮やかに彩られた竹ひごでつないだ。共同制作によって
　　　作られた大きな構造体が子どもたちの手によって美術博物館内の天井に展示された。
（3）題材「版で遊び・楽しもう」　（9～11月）
　　　　いろいろな素材から様々な版を見つけることで始まった。子どもたちが版のおも
　　　しろさに気づけるように月毎に内容が見直された。
（4）題材「美術博物館を探検しよう」　（12～2月）
　　　　子どもの視点に立って作成したVT　Rを基に収蔵庫などを探検した。子どもたち
　　　は保存・収集などの美術博物館の働きやそこで働く人々に注目した。探検に絡めて
　　　「ブーメラン作り」や「金箔を使った造形活動」も行った。
　次に，これらの実践の中から，（2）と（3）の二例の実践の内容をまとめる。
2．題材「浮遊する形をつくろう」（発泡スチロールと竹ひごによる立体作品）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【立体表現に関わる実践（7～8月）】
（1）経緯
　美術博物館側の当初の計画では，館内の彫刻作品を鑑賞した後，それらの作品をスケッ
チするという内容であった。しかし，美術博物館と大学院との協議によって，立体表現
　という前提を維持しつつ，新たな内容を追求することになった。
（2）ねらい
　美術博物館と大学院との協議から「美術博物館における美的体験12）」という　「子ども
美術館」の基本コンセプトが形成されていった。それを受け，本実践は多くの子どもた
ちが持っているだろうと思われる，いわゆる「彫刻」とは「人問の形をつくったもの」
という概念から，方向を転換した立体作品の制作を体験するということをねらいとし
た。
（3）教材の内容と展開計画
　同様に内容や計画についての協議もなされ，美術博物館を「場」とした美術教育のあ
52 長崎大学教育学部教科教育学研究報告　27号
り方から，館内の収蔵作品や開催されている展覧会を対象にしたり，それらのものを基
に展開するという方針が合意された。そして，今回の具体的な教材の内容と展開にあたっ
ては，次の4点を合わせて考慮した。
　　■高い技術力を必要としないもの
　　　（小学校1年生から中学校3年生までという年齢構成，および時間的制限から）
　　■しかし，できあがった作品は本格的なものであること
　　■子どもたちの「彫刻」という概念の拡大につながるもの
　　■身のまわりにある物で，素材として新たな出会いにつながるもの
　上記の4点を踏まえて，以下のような展開計画ができた。
①第1日目前半《館内に展示されている彫刻作品を中心どした鑑賞》
　　資料を準備し，エピソード，経験，作品からの印象等を交えながら鑑賞していく。
　ここでは次に続く作品制作に向けて，いわゆるこれまでの「重さを持ち，大地に立ち
　人間の形をつくったもの」という「彫刻」をなぞらせる。
②第1日目後半～第2日目前半《発泡スチロールと竹ひごによる立体作品の制作，展示，
　鑑賞》
　　一辺2cmと5cmの発泡スチロールの立方体を，榿，黄，緑の3色に塗り分けた竹ひ
　ごでつないでいき，より大きな形（構造を持った集合体）にしていく。作業段階では
　意味とか解釈についてはふれない。つないでいく行為そのもので作品がどんどん大き
　くなっていくことのおもしろさを味わうことができるようにする。最後に，作品を館
　内に展示し，鑑賞する時に，これも立派な「彫刻」　（立体）作品といえないだろうか
　ということを投げかける。
③第2日目後半《展覧会，鑑賞》
　　当日は「Vortex展」という九州北部のいわゆる現代美術と呼ばれるジャンルに属
　する作家のグループ展が開催されている。そこでの作品を出品している作家たちとと
　もにギャラリートークという形で鑑賞する。
　　ここでは作品の背後にいて，普段はほとんど姿を現すことのない作家との「なま」
　の出会いから作品にアプローチする。そうすることで，オーソドックスな「彫刻」や
　軽くて空中に漂い浮かぶ「彫刻」を体験することで広がった，立体作品に対する子ど
　もたちの概念を，さらに多様なスタイルをとる現代の表現へと発展させたい。
（4）具体的な取り組み
①第1日目（7月22日）
　◎館内の彫刻鑑賞
　　　準備した資料の順に美術博物館内を巡回し，サルバドール・ダリ，流政之，北村
　　西望，他の作品を鑑賞した。
　◎制作室における作品制作
　　・準備した発泡スチロールおよび竹ひごは部屋の中央に置き，必要なだけ使えるよ
　　　うにした。
　　・作業内容の説明をする時，実際に7～8個の発泡スチロールをつないで見せ，手
　　　順と注意点だけを述べた。限られた時間の中でどれくらいの大きさの形ができる
　　　だろう，それらをグループ毎につないだらどれくらいになるだろうという「形の
中川：魅力的な美術教育を求めて 53
　　大きさ」を追求させた。
　　・制作上配慮しなければならない「テトラ構造」のようなものは，1個の発泡スチ
　　　ロールを少なくとも3～4本の竹ひごでつないでいくようにという指導で無理な
　　　く解決できた。
　　　グループは年齢別の縦割りとし，上級学年の子どもには指導的役割も果たしても
　　　らうこととした。また，各グループに1名ずつのスタッフを割り当てて，子ども
　　　たちと一緒に活動した。
　　・補強剤として木工用樹脂接着剤を使用した。
　　・大小2種類の大きさの発泡スチロールを準備したが，大きい方を基底とし，まる
　　　で植木鉢に見立て，そこに花を植えていくようにして，ある具体的な形を作ろう
　　　とする子どもが何人かでてきた。そのため，途中で美術博物館との協議のために
　　制作したサンプルを見せることで軌道修正を行った。
　　・作業に先立って鑑賞した「彫刻」とは全く関係なさそうな，ある意味では対極に
　　位置する「形」の制作と，そのあまりにも簡単な作業に，上級学年の子どもたち
　　　は戸惑いを感じていた様子だった。しかし，段々とその大きさが増し，最後に個
　　人で作ったものをグループ全体で一つにするころには作品のイメージがはっきり
　　　と理解できたようであった。
②第2日目（7月29日）
　◎作品制作の続きから展示，鑑賞
　　・一週間が過ぎ，補強剤として使っていた接着剤も固まり，それぞれの部分が十分
　　　な強度を持つ「構造体」になっていた。そこで，一旦作業室の天井に仮設置し，
　　今度はっるした状態から，さらに大きな形へと広げていく作業に取り組んだ。
　　　ある程度の時間と作業の進行状況と子どもたちの様子を見計らいながら，グルー
　　　プ毎にそれぞれの「形」を館内のロビーや廊下につるして展示した。
　　・展示は照明効果を考え，天井燈の真下を選んだ。
　　　「作品」はエアコンの風に揺らぎ，照明を受けた純白の発泡スチロールの輝きが
　　鑑賞者に清涼感を与えた。美術博物館内にいた多くの大人たちから称賛されたこ
　　　ともあり，子どもたちはまんざらでもないといった表情であった。
　◎「Vortex展」鑑賞
　　・作品を展示し一段落した後，館内で開催されている展覧会の内容について簡単に
　　ふれ，今回作った作品との関連から子どもたちの関心をつないだ。
　　・作品を前に直接作者に材料や方法，制作の意図，動機，苦労話等をしてもらい質
　　問を交わすという形をとった。作者によっては今だけという約東で作品に触れさ
　　せてみたり，「アートとは何か」といった間いを作品を介して投げかけてみたり，
　　　ファックスでメッセージが届いたりと盛りだくさんな内容であった。
　　　このような作者との直接的な出会いという方法をとることで，集中力がとぎれる
　　のではないかと心配した約1時間という長い鑑賞時間が有意義なものとなった。
　　低学年に属する小学生も退屈することなく楽しく過ごせたようであった。
※8月について
　　　8月は「Vortex展」に代えて，10月からの公開展示に向けた「須磨コレクショ
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　　ン」の作品の修復現場の見学と，それに基づくスペイン美術への展開という内容に
　　した。修復現場の見学はわずかな時間とはいえ普段決して目にすることのない美術
　　博物館の舞台裏を垣間見たといった感じがあった。子どもたちにとってとても貴重
　　な体験になったことであろう。
（5）総括
　8月の実践は7月の実践に比べ，夏休みの後半に行われたということもあり，子ども
たちの取り組みにやや疲れのようなものが感じられた。しかし，その8月の実践におい
ても，子どもたちには「新たな美的体験の場」を提供できたと考えている。その根拠は
以下に掲げるとおりである。
　　■全体を通して楽しく取り組んでいた。
　　■もう一度家で作ってみたいと残った材料をもらって帰る子どもが多くいた。
　　■感想文の中に「思っていたのと全く違った作品を作るので最初は戸惑ったがとて
　　　も楽しかった」という内容を持つものが数多くあった。
3．題材「版で遊び・楽しもう」　　　　　　　　　【版をもとにした実践（9～11月）】
（1）経緯とねらい
　　9月の「いろいろな版を試してみよう」を基に，10月に「版で遊ぼう」，11月に「版
で楽しもう」を試みた。長崎は古くから観光地という土地柄，みやげ物として版画がな
　じみの深いものとなっている。しかし，子どもたちにとって版画といえば，板に彫刻刀
で彫り，紙で刷りとるという概念が一般的なものになっている。そこで本実践は，版画
に対する既成概念を砕き，身近にある多くの素材を通して，版画のしくみを発見するこ
　とができるようにすること，そして，「子ども美術館」でしかできない学年枠を越えた
活動を実現することをねらいとした。
（2）目標
○我々の身近な素材に目を向け，素材の構造や質感を味わい，素材と遊びながら自分だ
　けの版を作る。
○素材を扱い，紙に写しとる行為を通して，版画の原理に気づく。
○学年枠を越えたグループで制作する中で，作ることの楽しみを味わう。
（3）活動計画
　美術博物館内の作品を「鑑賞」することができ，「制作」も体験することが可能なよ
　うに，現在催されている作品展，並びに美術博物館収蔵作品に関連させながら，制作へ
　とつなげていく展開を計画した。
（4）具体的な取り組み
　　9月の実践は，版画の原理をつかんでから，多種多様な素材と遊びながら写すという
　行為を体験することで，版画の原理を確認しつつ作品を制作した。実践後の反省会で検
討した事柄を基に，10月の実践を計画することになった。そこでは9月の実践と若干展
　開に変化をつけることにしたが，その視点は次のとおりである。
　　■子どもたちが身近な素材を操作し，紙に写しとるという行為を試行錯誤しながら
　　　行っていく過程で，結果として版画の原理をつかめるようにする。そのために，
　　　初めに原理を提示しないで体験後に提示することを原則とする。
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　■2回目の作品制作においては各自の素材を用いる。版は限定しないが，制作にあ
　　たって，色は赤，青，黄の三色のみを使用，紙は白画用紙のみという条件をつけ
　　ることにする。
　この二つの視点を柱として以下に示す10月の実践を計画した。
◎10月14日「版で遊ぼう」
　　オリエンテーション後，「スペイン・ヨーロッパ絵画展」を鑑賞する。
　　こちらで準備した素材（粘土，発泡スチロール，材木，筒，紐，紙スプーン，
　　フォーク等）を使い，版を作り，紙に写しとる。《原理に気づく》
　　・版画の鑑賞（古版画1，現代版画3）
　◎10月28日「自分だけの版をつくろう」
　　・常設展（「開館三十周年館蔵精選PART3，スベイン肖像画」）を鑑賞する。
　　・各自家から持ちよった素材に，前回と同じ条件によって版画を制作する。
　　・完成した作品を全員で鑑賞する。
　この実践後の反省会で，11月の実践計画では素材もしくはテーマを限定し，さらに縦
のつながりを生かすものとして立案することになった。9～1f月の実践計画はその変遷
を以下のようにまとめることができる（「★」は体験，「☆」は制作を意味している〉。
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｝一一一一一一｝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｝｝一一一一一一一一一
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
i【9月l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
1・版画の原理を知る　→　　★いろいろな素材を　→　　☆条件なしで自由に制作　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
：　　　　　　　　　　　　　　　体験しての版作り　　　　☆多様な表現　　　　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
i【10月】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
1★いろいろな素材を　→　　・版画の原理を知る　→　☆条件をつけて制作　　　　1
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i　体験しての版作り　　　　　　　　　　　　　　　　☆限定された表現　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
i　【11月（1回目）l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
1・版画の原理を知る　→　★限定された素材を　→　☆条件をつけて制作　　　　1
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　　　　基に版作り　　　　　　☆限定された表現　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
1　【11月（2回目）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
1★自分の選んだ素材　→　☆条件をつけて制作　→　☆個人作品を結合　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
i　を基に版作り　　　　　　☆限定された表現　　　　　☆作品は大型化　　　　　　i
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
1　　　　　　　　　　　　　　　《個人制作》　　　　　　　　《グループ・全体制作》　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
11月に実践された内容は以下のとおりである。
◎11月11日《個人制作》　「クリスマスカードをつくろう」
　　オリエンテーション後，　「国立博物館・美術館地方巡回展」を鑑賞する。
　・版画の原理を説明した後，低・中・高学年の3グループに分かれて制作に入る。
　　こちらで準備した素材（発泡スチロール）で，葉書（メリークリスマスと印刷済
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　　　み）に色を限定（赤・青・黄）してスタンプしていく。
　◎11月25日《グループ・全体制作》「みんなの版を集めて表そう」
　　・学年縦割りグループに分かれ，家から持ちよった素材を用い，こちらで準備した
　　　画用紙（三角形，台形，星形などの形に切断済み）に好きな色で写しとる。《個
　　　人制作》
　　・個人で作った作品を，予めグループで選んでいたパネル（クリスマスッリー，波
　　　形，ロケット立体模型）に糊で貼りつけていく。《グループ制作》
　　・個人で作った作品を，ダンボールの端を焼き焦がし変形させた屏風に，全員で糊
　　　づけしていく。《全体制作》
　次に，11月の題材が，9月と10月の題材を基にして，いかに構想されているかについ
てまとめる。
　①凹凸の表面を写しとる行為を十分に楽しむ。また，写しとった形を貼りつけるとい
　　う行為によって異なった価値を持つ作品作り，版画の間接的表現を体験する。
　②「個人で作る」→「グループで作る」→「全員で作る」というように制作形態を拡
　　大させていくことにより，集団で作品を作り上げる楽しみを味わうことができるよ
　　うにする。
　③子どもたちがクリスマスに使えるものを作ることができるようにする。
　④個人で制作した作品を他の作品と並べ貼り合わせることで，作品の同化や比較を可
　　能とする。
　⑤紙の色や形，使用する絵の具，素材などによって，多種多様な表現をすることがで
　　きるようにする。さらに，その作品を平面や立体，それ自体意味や機能性を有した
　　形に貼りつけることで，版画の一作品から，平面や立体の表面の装飾体になり得る
　　ことを体験する。
（5）総括
　今回の版画を扱った一連の実践例は今後様々な発展が期待できると考える。そのため
のポイントは以下の項目にまとめることができる。
　①版としての素材，紙絵の具。
　②グループ（低・中・高学年）ごとによるテーマの設定，もしくは素材の限定。
　③版画の間接的表現という範疇だけでなく，装飾性にも視点をあて，写しとった形を
　　貼りつける対象としての，平面や立体の工夫。
　④機能・用途に合わせたもの。
皿、魅力ある活動内容を求めて
1．平成7（1995）年度における各テーマ（題材）の実践について
　平成7（1995）年度における「子ども美術館」の活動は先に示したとおりである。ここ
では，その中からH章の2・3で扱った「浮遊する形をつくろう」「版で遊び・楽しもう」
の活動と，「名画にふれよう」「美術館を探検しよう」の活動を実践した順にとりあげ考察
する。
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（1）題材「名画にふれよう」　（5～6月の実践）から
　5～6月に実施された「名画にふれよう」は，スペイン美術・キリスト教美術を教材
にした活動である。大まかな活動の流れは，学年別グループ別鑑賞の後，展示作品を基
にした「スケッチ（模写）」であった。この活動は「美術館」施設の従来の活動を手本
としたもので，「鑑賞」のガイド的な構想によって位置づけられたものである。そのた
め，鑑賞テーマに制作テーマが直結し，「スケッチ（模写）」という活動が導かれたとい
える。したがって，この活動の主眼点は「鑑賞」にあり，具体的には作品の中の図像や
作品をキャラクターとして登場させてギャラリートークを進める，いわばパフォーマン
スによる導入設定や，ワーク・シートを用いた鑑賞の手引きが展開された。
　美術館の運営上実現が困難であると考えていた「実物の前での制作活動」が可能となっ
たほか，ダリおじさんに扮する大学院生のパフォーマンスによる導入などが初めての試
みとして実施された。参加した子どもたちのほとんどが「美術館に対するイメージが変
わった」と感想を述べている。このことから，今回の活動は「美術館」という施設の利
用方法に一石を投じ得たともいえる。しかしながら，「制作活動イコール模写」であっ
たことから，「美術館での制作活動とは何か」という問題が浮上した。それ以降，「美術
館での活動とは何か」ということについて考えをまとめていく作業が続くことになった。
結論としての一つの方向が，続く7～8月の活動における「鑑賞」から「制作」への展
開スタイルのあり方の中で示されることになる。
（2）題材「浮遊する形をつくろう」　（7～8月の実践）から
　年間計画では，7月の活動は「彫刻作品」を扱うことが前提になっていた。そこで，
この月の1回目は，まず美術博物館内外に展示してある作品を鑑賞した。その後，発泡
スチロールと竹ひごを使った造形活動に学年縦割りのグループで取り組んだ。2回目は，
制作した造形作品を館内に展示し鑑賞するという活動であり，特に後半は現代美術の作
家たちを交え，作家たちの作品との対話をするという鑑賞を行った。
　子どもたちにとって鑑賞の対象となる作品群は，子どもたちの頭の中で一般的に「彫
刻」という言葉と真っ先にリンクするイメージのものであった。そのため，今回の造形
活動による作品は，子どもたちのイメージするものと見た目も性質も全く違うものであっ
た。今回の活動は伝統的な彫刻の諸条件が付随する「彫刻」に対照的に位置づけられる
学習である。それは「技術」の代わりに「発想の転換」が要求される「考え方」の学習
である。それはしばしば現代美術と呼ばれるものの基軸となる態度であるが，ここでの
活動は現代美術を擁護し伝統美術を否定するものではない。現代美術も伝統美術もそれ
ぞれを確固たる「領域」として意識してしまうと，活動以前にその根源となる思想もス
タイルとして整理され片づけられてしまうのではなかろうか。そのような場においては，
子どもたちに新しいことに自由に取り組もうと呼びかけても，子どもたちの真の意欲に
つながることを期待できない。つまり，活動する以前に，子どもたちの中に新しい意味
が発生しないことが懸念される。
　ここでの活動は，現代美術で授業の枠を組むのではない。現代美術の中に教材を求め
ることによって，「発想の転換」というエッセンスをとりだすことができる。つまり，
そのエッセンスによる刺激を期待したものなのである。そして，それに「美的体験」を
ねらいとして加えたものでもある。そのため，「美的体験」に関わる思考の一過程を
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「提示して見せる」ことが，今回の活動を有意義なものとした。“美術作品そのものに
そった題材”でなく，“美術作品を使いながら題材のねらいを定めた題材”を設定する
ことが，新たな美術館活動の展開を可能にした。また，ここで学年縦割りのグループ別
活動が始まった。それによって，年上の子が年下の子を導く機会ができた。
（3）題材「版で遊び・楽しもう」　（9～11月の実践）から
　9～11月は，版画による実践が行われた。制作前の鑑賞作品として，伝統的な木版画
の技法による「長崎古版画」などがとりあげられた。ここでの活動も，前回の“美術
作品を使いながら題材のねらいを定めた題材”によるものである。その内容は，版画
を「版の仕組み」である凹凸の原理にまで解体し，版作りから始まる版画制作である。
要するにここでの活動はすべて，「版画の概念を拡大」することから始まる。活動の流
れは主に「版画の原理」・「版である素材（体験）」・「表現（制作）」という三要素に分け
られる。その三要素を組み替えることで各回の展開が考えられた。
　「版画の原理」を押しつけない版画制作は，自然物から人工物までいろいろな素材を
扱うことができ，作品の発想が自由になったといえる。ただし，発想が自由になるとい
うことは，そこに発想のための力が求められるということであり，その力を発揮させる
場をいかに構成するかが，この活動のポイントとなった。力を発揮させる場を構成する
ための工夫が，「版画の原理」・「版である素材（体験）」・「表現（制作）」の組み替えに
よる活動パターンなのである。その活動の中の一つに，原理を学習した後に子どもたち
が自分で版となりそうだと判断したものを持参させる展開があり，自分の見つけたいろ
いろな形を楽しむ風景が見られた。これは，美的体験の場が身近な生活の中にも潜むこ
とを示唆するものである。
（4）題材「美術館を探検しよう」　（12～1月の実践）から
　12～翌年1月は，これまでとは一味違った美術館活動が実施された。これまでは，す
べての活動の始まりが収蔵品の鑑賞にあったが，ここでは「美術館探検」という施設の
内側から諸機能を観察する活動から始まった。「美術館探検」は，美術館の運営などを
見る社会見学的な側面と，美術作品の保存・修復の仕事に触れる側面に大別できる。特
に後者は，美術品の保存方法や扱い方を通して美術品の性質にも言及するため，「美術
品」である前に「物質」であることを学ぶ機会となる。これは「図像」からの鑑賞活動
の解体を意味する。
　図像が目に飛び込んでくる一歩手前，すなわち作品化する前の「素材」に目が向けら
れれば，例えばそこに働きかけた作者像や，または自分と身のまわりの素材となるもの
に気づくきっかけになったり，新しい素材を知るなどの可能性がでてくる。そういった
活動に期待されることは，要するに「美術作品との出会いの中で子どもたち自身が何を
発見するか」ということである。美術館での「実物であること」の鑑賞が「出会いから
発見へ」という関係を強める効果を持つとすれば，これまでの‘‘「図像」による鑑賞”
と共に，あるいはそれ以上に，“「素材」に立ち返る鑑賞”も「出会い・発見」の可能
性を持つものとして考えられる。
2　今後の活動に向けて
美術館教育としての「鑑賞」と「制作」は，「作品」と「自分」の間に起こる“美的体
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験”と“自己発見”を意図したものとして展開されるものでなければならないと考える。
制作は「指導者のねらいによって成立する新しい美的体験としての制作活動」と「伝統的
手法体験による制作活動」に分類できる。伝統的な材料を使っても新しい視点で題材を設
定すれば，新しい美的体験の場ができる。これまでに蓄積されてきた手法体験による作品
づくりを楽しむ題材を設定すれば，伝統的手法体験の場ができる。伝統的手法体験による
制作活動は，ロクロ回しやガラス絵など工芸の分野に多く見られる。そこでの楽しみは従
来型の美的体験によるものである。
　鑑賞のスタイルは，今年度行われてきたような制作活動につながったものとしてとらえ
るほか，これと区別してガイド的な効果のあるワーク・シートを使って鑑賞していく方法
がある。この方向の鑑賞は，このワーク・シートの開発如何によって大きく活動内容が左
右されるであろう。「美術館探検」の実践から，子どもたちに対して修復体験の場を設け
ることで，子どもと作品との関係がより強くなることが明らかになった。今後，修復体験
の場を本格的にとりいれた題材を開発していかなければならないであろう。また，「なぜ
美術館があるのか」といった無限の可能性が感じられるテーマを持った題材を開発してい
かなければならないであろう。
　今後の活動は，「鑑賞から制作へ」逆に「制作から鑑賞へ」といった一つのパターンに
固定するものでなく，また「鑑賞」と「制作」のいずれかに片よるものであってもならな
い。「鑑賞と制作という二種類の活動が相互に行き交う場」が望ましいものだと考える。
そのためには「子ども美術館」の企画・準備の活動をより濃密なものにしていかなければ
ならない。また，「教育」と「アート」双方に造詣が深い「エデュケーター」としての資
質を一層高める必要があるであろう。
】V．結びにかえて
　今日では生涯学習社会の構築のためのいろいろな施策が進められている。「生涯学習社
会」とは「人々が，生涯のいつでも，自由に学習機会を選択して学ぶことができ，その成
果が適切に評価されるような社会」である。このような社会が必要となった背景の一つと
して，自由時問の増大・所得水準の向上・高齢化などの「社会の成熟化」による心の豊か
さや生きがいのための学習需要の増大が挙げられる。13）この学習需要を満たすためには，
「余暇をどのように過ごすか」とか「定年後の生活をどのように過ごすか」ということが
個々人にとって重要な問題となってくる。余暇という時間を各個人が自分のものとして有
意義に過ごすためには，その時間を使いこなす能力というものが必要となってくる。つま
り，子どもの時代から，ゆとりのある個性的な時間の使い方を育成していかなければなら
ない。
　「美術館での教育活動」が，個々人に対応した多様な学習社会を形成する重要な方策に
なると考えている。長崎県立美術博物館の「子ども美術館」での活動は将来，美術館を訪
れる一つのきっかけになるであろう。美術館に来て作品を鑑賞することで，日常生活とや
や離れたゆとりのある時間を過ごすことができる。そうすることで自己を発見したり，自
ら表現活動に取り組んだりして自己を開発したりすることが可能となる。美術博物館の
「子ども美術館」では，楽しく作品を鑑賞する中で，作品についての簡単な解説を聞いた
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り，作品を自由に話しながら作る活動をしている。そのため，子どもの時に「子ども美術
館」での活動を体験することによって，大人になって美術館に対してプラスのイメージを
持つ人が多くなるのではなかろうか。「子ども美術館」の活動の展開が，美術館を生涯学
習社会の一つの魅力的な場として位置づけていくのではないだろうか。我々は美術館教育
と学校教育の両側面から，子どもたちが魅力的な場を体験したり，また，そうすることで
有意義な余暇を過ごす能力を育み豊かな人間として生きていくことができるように，今後
の研究を進めていきたい。
　最後になりましたが，本研究にあたっては，長崎県立美術博物館の田中政明館長を初め
とするスタッフの方々のご理解とご協力が大きかったことを付記して，感謝の意を表した
いと思います。特に，教育実践の場で，田崎英昭，伊藤晴子および松本貴美子各氏にたい
へんお世話になりました。
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